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近代産業の発症~~こともない消防力の強化整備が行な

われ，消防ホースについても，.!Ifi癖ホース時代から全

合繊コ2 ム内張 IJホースに移行し性能および敢扱い菌

においても格段の進歩がなされた。その反面，このホ

ーλは，証暁火災害事に醸して，外簡の材質に合成繊維

を使ったも，])であるために火熱に対して弱いという欠

点があり， ニれを補なう新らしい水戸スの開発につい

て検討されるようになった。

消肪用のホースとしては，まったく燃えないものが

理想であるが，現段措では耐熱性能を出来るだけ良く

すること以外になし最初は，ホースに外商加工を施

すことにより B ある謹壁の放射熱に耐える性能を得る

方法を考えてみたが，ホースカ:車接火災に接したり，

その中に霞かれた場合には，外語加工による効果は期

千寺できないものであった。

そこで，ホ}スが炎の中にEまかれた状態でも，すぐ

に競損誼断することなし耐圧性能を保つことができ

るホースの研究開発が関係メーカ一等ですすめられて

きfニ。

ここに紹介する濡水ホースについてはh その試作に

あたり製造技術等にもむずかしい問題があワー多くの

実験と品質の改良を重ねた結果，耐熱ホースとして，

その1性能を認められるものとなり，実用化される段摘

になったので g その額要と性能実験等の結果を報告し

参考に供 Ltニ1"、。

2. ス

(1)構造

語hホースは g 現在捷用しているゴム内張りホース

の性能を変えることなく，火熱に対して耐えるように

考えられている。すなわち，ホースの表面を耐熱性に

する方法としては，ホースに通水加正することによ

り，ホースの表面に水をしみ出させ，常に費面を*で
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襲う状態に L.ホースの表面が火炎や放射熱により焼

損しないようにしたものである。

このホースの内張りぎム部は特罫~な構造になってお

り事現在のところ，ユポンジ状のゴムを使っているも

のと，徴細な孔をあけたものの 2種類がある。スポン

ジ状のものは，ゴム自体の内部が独立気泡群と s それ

らをつなぐ徴細な孔より成り立ち，表面にしみ出る本

の通路は，きわめて複雑な形になっている。ピンホー

ル状のものは，内彊りゴムに徴細な子しを全面にわたり

均一にあけたもので，ジャケットにゴムを内張ワする

工謹で特殊な加工をしたものである。

以上のとおりそれぞれ製作上に特徴があるfJ~.ホー

ス表面にしみ出させる水のj童話を桜雑な形にしたり，

ピンホールの膨張， 1民縮等が特に畏い1"1質のゴム等を

能うことにより，通1KEEカに対する韻水量の特性が出

来るだけフラットになるような考躍がなされている。

(2) 漏水特性

濡れホースは第 1間，第 2国に示すようなi高水特性

第 1囲瀬水量特性曲綜〈圧力一定〉
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をもっている。これは試作ホースについて測定実験を

行なった結果から抜粋したものである。

第 2図漏水量特性曲線(3 -20kgjcm2) 
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漏水量については，ホース lメートル当りから漏出

する最をもって表わしている。一定の水圧をかけた場

合の通水時間に対する漏水設の減り方は，最初の 5分

間の漏水量に対し時間の経過に従って急激な変り方

を示し，徐々に減衰率が少なくなり，ある時間経過後

一定の値になる。通水庄力を変えた場合の漏水量につ

いては通水圧力が大きいほど漏水量増加率も大になる

特性をもっている。これらの漏水特性は試料によって

相当に幅があるが 65，50ミリホースとも同じ傾向の曲

線になる。

実験によって求めた曲線から漏水特性を一般式で表

わせばおおよそ次のようになる。

O 通水経過時間と漏水量〈圧力一定〉

5分後の漏水量をQとすれば， t分後の漏水量Qd.t

QEZQxf-(mmm〉

通水圧力と漏水量〈圧力 o-20kgjcmり
圧力 5kgjcm2の漏水産をQとすればPkg/cm2における

漏水量 Qpは，

Qp = Q  x(子r側/分m)

なお，通水圧力，漏水量，長さ〈伸び)，直径の変化

等の関係については，同一種類の試料でも相当に縞が

あり漏水蜜:の大きいものは，ホースの長さ，直径の伸

び率も大きい。

3. 濡れホース，現用ホースの耐熱性能

ホースの耐熱性能については目濡れホースB 現用の

ホース(雨水しないもの)，外商加工ホースの 3種の

比絞実験を行なったので，その結果をまとめてみると

次のとおりである。

(1) 実験期日，場所，実験者

昭和42年 2月〈第 l次実験)12月〈第 2次実験〉

東消燃焼実験室，第三研究室員z 技術課員

(2) 実験の方法，結果

火熱に対する実験は. )造水した状態の各種ホース試

料を放射加熱および桜炎加熱した場合について行なっ

た。溺れホースについては， どの程度の漏水量ならば

ホース表面が焼損することなく耐え得るかを実験した。

( 75 ) 

ア，放射b晴1による場合，

放射加熱実験はz 試料(怨i尺1.5〆ートルホース〉

に通水加圧しB これを，写真第 11こ示すとおりホー

ス側面から赤外線ガスバーナー(シュパンクパーナ

ー〉で加熱する方j土で行なった。各試料は通水圧カ

を 8~101沼jc図 2，放射熱設を O. 3~0. 45ca1j咽2s~と

し焼損状況の観測と，破断するまでの時間を測定

写真第 1 放射加熱実験状況

した。第 l表の実験結果を要約すると，

O 濡れホースの場合，漏水量が 35l1!tj分m程度以

上あれば， O.45cal/cm2secの熱量に対しても焼損

しなし、。

O 現用の外面未加工ホースの場合， L， T (亜

麻，テトロン〉ホースが比較的好成績である。 0.35

caljcm2sec程度の熱量でも破断しなかったのは， L

Tだけである。

O 外函加工〈アル .，/)fJ)ホースの場合，加熱



第!表 各何iホースの放射加熱実験結果 C65m!nq-;ース〕

ホーア、:ぇ n [，n 5J1j 

111'1] れ ，十、 ス (V. T) 
q 

〔 " 

HI，月?外活)~方rt 工 (V. T) 

(C T) 

〈し.T)

(C. T) 

(し 1') 

反mに外;ぶアルソタス掬1:('1.'. T) 

〈乙 '0

〔し 1') 

CC T) 

(し。'1')

i込用〆ブノl〆ふ主計 (¥7. T) 
。

J 
B ~ .J ， Jれ，うのは，

な :~3èa Ì: c畷士~eL

>'.-("(¥¥ !c鼠2sec以下

二言、問。 Ief，.-:!JQ 

1"， 
t.J! 

ゆ川 υ紛れ，も η2:こ示 Fとf;リ， :l:lilllそし

l-j'~ 三段S~û-(Jつ:rC)のや;ご治省三知市したホース

(1ミ今 3メートル〉そ;弘、て号三!?で¥'m:tきした
四ヲ

''':>ゐ

つース})述本町カを:3~ 5 kg 

iC百12(一定〉とし通 治むさのおヂ遣を行う。 その低

オイノレパン (8つつx20:) x 200) fこ:l:Ji!l141を入れて

災のJf9とおぷ安定した時点に炎のrl'で各

試料を同一条伶で 5分間今I@¥した場合のホースの焼

写真第 2 抜炎加熱状況

( 76 ) 

綬i 来

破断した × 

異常なし O 。
× 

" X 

磁詩Jr な

治省 x /知

× 

X 

× 

× 

× 

× 

ぜ1，絞j訴状況'子

各箆*'ースについて F 必のむきと:~';: 2 1~ ，t:; 

上7F写災治 4-71こ示、すとおりである 2

以上の実験結果を考祭すると

(7) ;，!;れホースについて

65m /m ¥'. Tホ一久

j道水圧力 5kg;cm'， 5分間殺炎治活:こ.:J '、て， l.ei 

3D-54id/分m では./十ケット災以i2{l2，

タテ糸の変色，ifJIIy+等が認めわれた。

o 50m/m V. Tホース

治水圧力 3- 7 kg!cm勺こおいて水幾 24mtj分m

以下では， 3分25秒以内に破断した。{湯水毅26-38

1h8/分m では 5分間経32加熱LZJLL、てメヤケァト

表面に熔鮮が認められたが破断しなかった。

o !lE麻ホース(ゴム内張りなし〉



亜麻十、ースについては， JZ;れホースと問傑な加熱

条件にfうし、て， 漏水量 44，.t/分mの場合lこ，ホース

表面には， まったく異状なかった。

j ム内張りのない亜麻ホースは表面から漏水する

構造であるから，ホース|き体の材質，構造ともに火

熱に対して強いものである。

(イ)現用ホース〈漏水しな Lつについて

現用の外商未加工ホースおよひ外面加工ホースに

ついては， fJ{れホ}スと i司じ条件で政炎加数した結

果a 加熱してから 12~32秒で破断してしまう。した

がって冒現用のホー λ !J.65mjm，50m!mともに炎

に舷した場合に!ム非常に到し、ものである。

第 2表 各種ホースの絞炎加熱実験結果

ホース試料種別

65m/m V. T 

現用ホース

65mi 1~1 

漏水しない
L.T トー一一

5-3 

外菌加 γt
5-4 

〈ハイパ口

外(アタ面ノスレ加工
5-5 

V‘T 

$-1 

50mjm V. T 

5 3-81 

5 3~ 島

1-6 

1~ 2 

1~ 4 

5 

3 

5 

8"'-'13 I 

S4 

30 

86 

<13 

37 

44 

3 
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写真第 4 65mjm漏れホース接炎加熱実験結果

写真No.4 -1 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時間 5分表面変色漏水量 54INtj分.m

No. -1 - 2 V. T (ビニロン，テトロ γ〉

加熱時間 5分 タテ糸変色，溶解のみ漏水泣

30m.l /分・m

No. 4 -3 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時!日 5分 タテ糸変色溶解，焼損大 i.¥il7.K 
畳 43mtj分m

No.1-4 V. T Cビニロン，テトロン〉

加熱時間 5分異常なし 漏水没 37mej分・m

No. 4 -5 L ・ L C亜麻内長なし〉

カIJ熱時間 5分異常なし ぬ水量 441/1t分・m

( 78 ) 

写真第 5 65mjm現用(漏水しなLウホース扱炎加

熱実験結果

写真No.5 -1 V. T (ピニロン，テトロン〉

加熱時間 22秒破断

No. 5 -2 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時間 12秒 破 断

No. 5 -3 L. T (臨床，テト戸ン〉

加熱時間 32秒 破 断

No. 5 -4 V. T (ビニロン，テトロン〉

外部ノ、イパロン加工加熱時間 28秒 破 断

No. 5 -5 γ. T (ビニロン，テトロン〉

外国アル zックス加工 加熱時間 18秒、破断



写真第 6 50m/m濡れホース接炎加熱実験結果

写真No.6 -1 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時間 35秒破断，タテ糸切れ 潟水量3

mtl分・m

No. 6 -2 V. T (ピエロ γ，テトロン〉

加熱時間 2分9秒破断，タテ糸切れ潟水幾

13tdj分・m

NO.6-3 V. T (ビニロン，テトロン〕

加害J¥時間 i分24秒破断，タテ糸切れ

2'lmtj分・m

No. 6 -4 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時間 5 分表面黒焼，破断しない。 i~j水鏡

26mt/分ーm

No. 6-5 V. T (ピニロン，テトロン〕

加熱時間 3分25秒破断，ョ=糸切れ漏水量

13mt/分・m

写真第 7 50m/m現用〈漏水しない〉ホース楼炎加

熱実験結果

写真NO.7-1 V. T (ビニロン，テトロン〉

加熱時間 13秒破断

No. 7-2 V. T (ビニロン，テトロ γ〉

加熱時間 13秒破防i

4. 賠 毛A
E冊

現用の合繊ボースの耐熱性能そ良くするためにし、ろ

いろな方策が考えられてきたが，実験の結果を総合し

て考領してみると z 現在のところホース表iiiiを常に水

で日己 I~ てれ:方;1;，すなわち，訪れホースが，火然

に対しf氏もffif、↑'J能をもっている。今度，')溺寿司性能比

較災級{ム tii笠jLて背開なふi牛で行なったものである

が，ホースのノヤケ y 卜を火炎による焼損から防護ナ

るためには， 1メートノレ、liり5umC/分以上の4雨水泣が

必要である。

と耐熱性能の関係については，潟水量の多い

ものほど耐熱i生能は無論よいことになるが，むやみに

漏水数合多〈するとき水効率を低下させることにな

るので，実用[二の);I;;.filと怖を設け， おさえ

ることが必要である。潟水量を規定する場合，通水圧

力，通点後[可分後の漏水量をもって定めるかは，充分

に検討を要する問題である。

なお，内'JK1)コムについては，同ーの潟水特性のも

のを作ることがむずかしく，今後の製作にあたって，

特に技術的研究を要する点である。ホースの11.[任と 1m
水量の関係については，一般に次のとおりである。

ホースAの政iを:D， ホース Bの也f~ : D2 ホー

スA，Bの単位長さ当りの表面fi'i・ A" Bl ホー

スA，Bの単位表節務当りのiG ;Jく;註 \V 1 • ¥V2 ホ

ース A，Bの主導i立授さ当りの潟水設 :¥¥h， V<h 

とす丸(よ'WI=AIXW" WZ=AZxw2，ここでホース

( 79 ) 



A. B 1)の踊水量を同じに保持するな

ら('J.W1: Wz=AI : A2，霜水量:と直{歪め関保は，

W1 : W2=DI : D2すなわち 1 y，属水量ほ寵i基の比でき

めればよいことになる。

、て考蓄電してみると耐圧力性能

は，現用のホースと問じ程震であるから問題ないが.

内景りコ♂ムの構造，材質等について， 51譲り B 明断力

に対し損器を受けやすい弱点もあるのでB さ

君主良を加え うと考える。以上のとおり E

漏れホースについてはさらに改良を要する点もある

が，その定期i生を充分に認めるもので，すでにその一

部試作品について，実用配置の段階じあり，老化状況

等について把揮することになっている。

濡れホースについてはその後関部機関等で規格化が

さけばれた結果，昭和43年告月省令をもってa 制定公

れた。揚水量の親揺は次のとおりで為る。瀬水量

については水圧を 2分間で 5kgJcm2とし.その木EE""t
13分間保持したうちの最後の 5分間の平均瀬水量をも

って規定している。
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